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１ 

令和５年度定期監査報告書 

 
地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき実施した定期監査の結果について、

次のとおり報告します。 

 

１ 監査の期間 

令和 ５ 年１２月１９日、２０日、２１日（３日間） 

 

２ 監査の対象 

令和５年４月１日から令和５年９月３０日までに執行された財務に関する事務の

執行及び経営に係る事業の管理について監査を行った。 

対象事業は、「監査日程」の事業名、日時、担当課、立会職員を参照。 

 

３ 監査の目的及び着眼点 

町の財務に関する事務及び執行が、法令や条例等に基づき適正及び合理的かつ効

率的に行われているかを主眼として実施した。 

 

４ 監査の方法 

上記「２監査の対象」について、事前に提出された資料に基づき、関係書類の確

認や関係職員から説明を求め、監査を実施した。また、現地調査を併せて実施した。 

 

５ 監査の結果 

２３件の対象事業を監査した結果、財務に関する事務の執行及び経営に係る事業

の管理については、法令等に適合し正確に行われ、合理的かつ効果的になされてお

り、概ね適正であると認められた。 

 

町税等の徴収状況については、徴収率向上に努力されており、その成果は顕著に

出ております。将来にわたって持続可能な財政基盤を確立するため、引き続き町税

等の自主財源の確保に努めていただきたい。 

また、いつどこでも起こりうる大規模災害に備え、災害用備蓄物資の適正管理を

継続し、防災体制の確立に努めていただきたい。 

今後も町民の生命及び財産を守り、行政事務を適切かつ計画的・効率的に執行さ

れ、安定した住民サービスの提供が達成されるよう法令遵守の体制を保持し、安全

安心なまちづくりに職員一丸となって取り組んでいただきますようお願いいたしま

す。 

 

６ 検討・要望事項 

来庁者に対する空調設備は完了し快適な空間となった。しかし、本・分庁舎とも

まだ未設置となっている小会議室等があり、また設置済みのエアコンがうまく機能

されていない（冷・暖房機能：寒冷地仕様ではない）とのことで、早期の設置・改

修を要望する。  



２ 

監査日程 
 

（第１日目） 
≪事務監査≫ 

◆１日目 令和 ５ 年１２月１９日（火）本庁舎３階 第２委員会室 

時間 担当課 頁 事業名 立会職員 

9：30～

10：00 

まちづくり 

防災課 

５ 消防団排水ポンプ購入 
課 長 田中 淳也 

課長補佐 川口 邦彦 

主任主査 吉田 宏史 

主 査 袴田 健裕 
６ 

災害用備蓄物資（災害用携帯トイレ）購

入 

10：00～

10：30 
学務課 

７ 奨学資金事業徴収状況 
課 長 福田 輝雄 

所 長 村上 清孝 

主 幹 鈴木麻依子 

主 幹  福 村  幸 
８ 学校給食事業徴収状況 

10：50～

11：30 

社会教育 

・体育課 

９ 
町民交流センター小ホール舞台照明設

備改修工事 
課 長 三村 俊介 

主 幹  若 松  徹 

主 査 川口 雄矢 

10 
町民交流センター小ホール巻取緞帳設

備改修工事 

11 おいらせ町民プール券売機購入 

13：30～

14：10 
総務課 

12 
青森県議会議員一般選挙ポスター掲示

場管理及び撤去作業委託 課 長 成田 光寿 

課長補佐  堤  雅之 

主 幹 柏崎 雄一 

主任主査 馬場 靖之 

12 
青森県議会議員一般選挙選挙公報配布

委託 

13 本庁舎空調機器設置工事 

14：20～

15：50 
地域整備課 

14 藤ケ森２５号線整備工事 

課  長 桒嶋 泰幸 

課長補佐 沼尾安寄人 

課長補佐 吉田 友紀 

主  幹 三文字弥生 

主 査 越後 綱明 

主 査 小向 勇気 

主 事  横 向  大 

14 
木ノ下・鶉久保線舗装補修工事（２工

区） 

15 
農業集落排水処理施設機能強化対策工

事（その２） 

16 
農業集落排水処理施設機能強化対策工

事施工管理業務委託 

17 公共下水道事業徴収状況 

17 農業集落排水事業徴収状況 

18 町営住宅使用料徴収状況 

  



３ 

監査日程 
 

（第２日目） 

≪事務監査≫ 

◆２日目 令和 ５ 年１２月２０日（水）本庁舎３階 第２委員会室 

時間 担当課 頁 事業名 立会職員 

9：30～

10：00 
おいらせ病院 

19 公営企業会計システム（更新）購入事業 
事務次長  澤 頭  玲 

主 事 日向 脩太 
19 医療費徴収状況 

10：00～

10：20 
町民課 20 戸籍情報システム改修業務 

課 長 松山 公士 

主 幹 蛯名 忠明 

10：20～

10：40 
政策推進課 21 光ケーブル移設工事 

課 長 柏崎 勝徳 

課長補佐 川原真栄子 

主 幹 下久保徹春 

10：50～

11：40 
税務課 

22 納税通知書関係印刷製本（ゼロ町債） 
課 長 久保田優治 

課長補佐  中里   浩 
23 町税等徴収状況 

 

  



４ 

監査日程 
 

（第３日目） 

《現地調査》 

◆３日目 令和 ５ 年１２月２１日（木） 

時間 担当課 頁 事業名 立会職員 

10：00～

10：15 
総務課 24 本庁舎空調機器設置工事 

主 幹 袴田 一仁 

主任主査 馬場 靖之 

10：20～

10：40 

社会教育 

・体育課 

24 
町民交流センター小ホール舞台照明設備

改修工事 課 長 三村 俊介 

主 幹  若松  徹 
24 

町民交流センター小ホール巻取緞帳設備

改修工事 

10：50～

11：20 

まちづくり 

防災課 

25 消防団排水ポンプ購入 課 長 田中 淳也 

主 査 木村 拓哉 

主 査 袴田 健裕 25 災害用備蓄物資（災害用携帯トイレ）購入 

11：40～

12：00 
地域整備課 25 藤ケ森２５号線整備工事 

課 長 桒嶋 泰幸 

主 事 小向 勇気 

  



５ 

監査内容（実施順） 
【まちづくり防災課】 

事 業 名 １.消防団排水ポンプ購入                【現地調査あり】 

事業内容 

台風や大雨などの影響による冠水時に、住家等の浸水被害対策として消防団

へ排水ポンプを購入し配備したもの。 

○排水ポンプ購入一式（１台分内訳） 

・ポンプ本体 

各１ ・サクションホース口径３インチ吐出用ホース５０ｍ 

・ステンレスホースバンド（本体・ホース接続用） 

【購 入 台 数】：９台 

【配備消防団】 

分 団 名 管 轄 区 域 

百石第１分団 本町、苗振谷地 

百石第４分団 藤ケ森 

百石第５分団 堀切川 

百石第７分団 深沢 

下田第１分団 木内々、有楽町 

下田第２分団 本村、鍋久保、洗平、新敷、錦ヶ丘、阿光坊 

下田第３分団 三本木 

下田第４分団 三田 

下田第６分団 間木、曙 

【契 約 業 者】：株式会社日商 

【契 約 金 額】：２，００６，７３０円 

国 ６６８，０００円 補助率１／３ 

町 １，３３８，７３０円 特交措置８割適用 
 

監査委員

質 疑 

▶防災地図上での冠水区域に配備したものか。 

おおよそ川沿いの消防団に配備。能力が低いポンプは既に配備している

が、この機能での配備は今回が初めてで、機器的点検が特に示されていない

が日頃からメンテナンスが出来る分団へまず配備した。今後、百石第６分団

及び下田第９分団にも配備したい。 

▶機能詳細は。また、実働稼働したのか。 

住宅等の局地的な地域の浸水災害に対応でき、燃料はガソリン。可動時間

は泥水等の状況により変動するため不明。完成検査時に業者からの実演を受

け、各分団へ配備。配備後まだ未使用である。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 
局地的な浸水があった場合、移動可能機器であり他分団配備ポンプを集結す

るなどのきめ細かな運用が大事であり、有効に活用し万全を期してほしい。 



６ 

【まちづくり防災課】 

事 業 名 ２.災害用備蓄物資（災害用携帯トイレ）購入      【現地調査あり】 

事業内容 

令和５年３月に発表された青森県災害備蓄指針の備蓄目標数に即して、計画

的に災害用備蓄品を整備している。災害時に避難所のトイレが使用できない場

合に備えるもので、使用後は排泄物を凝固し可燃ごみとして処理可能である。 

【購 入 数】：１１，０００回分 

【契 約 業 者】：三共防災株式会社 

【契 約 金 額】：５４４，５００円（町単独） 

 

監査委員

質 疑 

▶予定価格に対し入札額が乖離しているがその理由は。 

３者から参考見積徴収し設計している。競争入札であり、今後を考慮して

落札した業者が頑張ったのではないかと思われる。 

▶使い勝手はどうだったか。また使用期限はあるのか。 

基本、便器に袋を掛けて使用するが未使用のため分からない。使用期限は

１５年となる。 

▶他備蓄物資で数量が足りないものがあるものか。 

品目として足りないものはない。物流期間が３日間止まることを想定した

数量備蓄としているが、災害規模（大津波や奥入瀬川・明神川同時洪水等）

により足りなくなる可能性もあると思われる。最新の青森県災害備蓄指針数

量に合わせて計画を見直しており、使用年数を加味しながら年次計画で数量

到達を考えている。 

 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 

自主防災組織・町内会を対象に講習・研修会及び総合防災訓練を今後も継続

し、常日頃の防災対策への意識の高揚と啓発活動に努めてほしい。 

災害用備蓄物資の使用方法や在庫の定期的管理を継続し、万全を期して準備

しておくようお願いする。 

  



７ 

【学務課】 

事 業 名 ３.奨学資金事業徴収状況 

事業内容 

 

徴 収 率 Ｒ４年９月末 Ｒ５年９月末 増  減 

奨学資金貸付金 ３４．６％ ４６．４％ １１．８％ 

（内訳） 

現 年 度 ３７．６％ ５２．７％ １５．１％ 

滞納繰越 ２１．８％ １３．１％ ▲８．７％ 

 

現年度の徴収率増減理由 

例年並みの徴収状況となっている。納付が遅れている償還者のうち滞納繰

越分も未納がある償還者は４名。 

※退学等により一括償還した償還者が２名あり現年度は１５．１％の増と

なった。 

滞納繰越の徴収率増減理由 

例年並みの徴収状況となっている。以前からの滞納者は昨年度並みに納付

している。 

収納対策状況 

４～９月督促状送付数は４０件、電話催告は対象者７名で累計１７回。 

今後の取組 

電話催告時に連絡が取れない場合の臨戸訪問。（実例なし） 

 

監査委員

質 疑 

▶当町の奨学金は興味を持たれているか。 

中学校と近隣の高校に奨学金の案内を出して周知に努めているので、興味を

もつ方が増えてきている。 

 

監査結果 指摘事項無し。 

監査所見 

退学等による一括償還での徴収率が増となっている。一括償還がなければ現

年・滞納繰越分とも例年並みとのことで、今後は償還者に償還開始となる前か

ら返還に対する周知徹底し、今後も継続して収納対策に力を入れて頂きたい。 

  



８ 

【学務課】 

事 業 名 ４.学校給食事業徴収状況 

事業内容 

  

徴 収 率 Ｒ４年９月末 Ｒ５年９月末 増  減 

学校給食費 ２２．４％ １５．１％ ▲７．３％ 

（内訳） 

現 年 度 ５０．２％ ３８．４％ ▲１１．８％ 

滞納繰越 １０．４％  １．３％  ▲９．１％ 

 

現年度の徴収率減理由 

調定額７００千円(見込額)に対し収入済額２６９千円。調定額は人数等を

基に出した見込額のため減となった。 

滞納繰越の徴収率増理由 

昨年度まで児童手当から給食費を充当していた継続納付世帯が今年度から

なくなったことにより減となった。 

収納対策状況 

催告書送付の他、電話催告、戸別訪問。 

今後の取組 

催告書発送の他、訪問徴収、債権放棄の検討。 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 指摘事項無し。 

監査所見 

滞納繰越額に２段階の内訳（現年から４年前・それ以前）を作成し、長期年月

経過滞納者が解るようにして債権放棄を講じてほしい。 

現年度分に対しても納付するよう力を入れて行くことが大切であり、早め早

めの対応で今後も継続して収納対策に努めて頂きたい。 

 

  



９ 

【社会教育・体育課】 

事 業 名 ５.町民交流センター小ホール舞台照明設備改修工事   【現地調査あり】 

事業内容 

老朽化した調光操作卓及び照明器具を取替することにより、施設設備の安定

的な運用と文化施設としての機能保持に資するため、改修工事を行ったもの。 

【契 約 業 者】：株式会社パル電装技研 

【契 約 金 額】：１８，７５５，０００円（町単独） 

※公共施設等適正管理推進事業債 率９０％ 

 

監査委員

質 疑 

▶町民交流センターの設立年と照明設備は何年前に更新されたものか。 

交流センターは平成２年に設立、照明設備も当初設置されたもので３３年

経過している。新規調光操作卓の耐用年数は２０年で、舞台上の照明には未

更新のものもあり、来年度以降更新する計画としている。 

▶使用する頻度にもよるがＬＥＤ電球の一般的な耐用年数は。 

業者は半永久的といっているが、電球以外の灯具やソケットは１０年程度

で不具合が起きる想定である。その場合の交換作業について、照明灯具自体

を降ろしたり、天井裏で作業することができる箇所については、工事期間が

短くなるが、足場を組む必要のある個所については、ある程度の期間がかか

る。 

 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 
照明が更新されたが、付随して音響・暖房設備改修が必要とのことで、多く

の利用者が催し物をできるよう計画的に改修を進めて頂きたい。 

 

  



１０ 

【社会教育・体育課】 

事 業 名 ６.町民交流センター小ホール巻取緞帳設備改修工事   【現地調査あり】 

事業内容 

緞帳の裂け目補修及び老朽化した吊物機構設備を取替することにより、施設

設備の安定的な運用と文化施設としての機能保全に資するため、改修工事を行

ったもの。 

【契約業者】：三精工事サービス株式会社東京支店 

【契約金額】：７，１０６，０００円（町単独） 

※公共施設等適正管理推進事業債 率９０％ 

 

監査委員

質 疑 

▶改修工事の詳細について伺う。 

緞帳は約７００ｋｇの重量があり、厚い布製で上下にスライドするタイプ

である。３３年間使用したことにより、正面裏から見て右側の下部に横裂け

目ができ、緞帳が落下する危険があったため、裂け目を縫い合わせ全体を補

修。なお、巻取機も経年劣化のため更新した。 

▶新規購入した場合の金額は。 

購入した場合、数千万円掛かるとのこと。地方自治体施設にある緞帳は、

業者又は住民からの寄付で設備された物が多いと業者からの情報提供があ

った。 

 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 №５と同様 

 

 



１１ 

【社会教育・体育課】 

事 業 名 ７.おいらせ町民プール券売機購入           【現地調査あり】 

事業内容 

町民プールの使用料有料に伴い、使用料徴収を行うことができるよう券売機

を購入したもの。 

【契 約 業 者】：株式会社テクノル十和田支店 

【契 約 金 額】：１，８３１，５００円（町単独） 

 

監査委員

質 疑 

▶事業を実施した効果は。 

利用者及び委託業者からは特に不満の声はなかった。窓口での使用料徴収

事務の軽減化が図られた。 

▶事業費と設計額の差額はどういう理由か。 

本体及び令和６年発行の新札対応として事業費２，３８２，０００円を予

算計上していたが、メーカーから納品時点で新札に対応することは困難との

申し出があり、この機能を差引いた金額１，８７０，０００円を設計額とし

た。 

なお、令和６年度当初予算に新札対応機能追加に係る改修費約３０万円を

要求する。 

▶利用者数及び使用料はどの位であったのか。 

６月１５日から９月１５日の９１日間（２日間臨時閉館） 

収入額 一般 高校生 中学生以下 保護者同伴 

１７０，４００円 ８２７人 ５０人 ３，４９３人 １，０４４人 

▶消耗品である「紙ロール」の使用本数及びメンテナンス費用は。 

令和５年度は１ロール使用。消耗品の購入はない。なお、無料である中学

生以下及び同伴保護者もこの券売機から発行される入場券を使用している。 

定期点検が不要でありメンテナンス費用もない。 

 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 徴収業務が追加され厳重な金銭及び利用者数の管理をお願いする。 

 

  



１２ 

【総務課】 

事 業 名 ８.青森県議会議員一般選挙ポスター掲示場管理及び撤去作業委託 

事業内容 

令和５年４月９日執行「青森県議会議員一般選挙」におけるポスター掲示場

の管理と撤去を業務委託したもの。 

【契 約 業 者】：公益財団法人おいらせ広域シルバー人材センター 

【契 約 金 額】：１,３５９,５５０円 

県 １,３５９,５５０円 補助率１００／１００ 

【掲 示 場 数】：町内１３５箇所 

【管 理 期 間】：令和 ５ 年 ４ 月 １ 日から令和 ５ 年 ４ 月 ９ 日まで 

【撤 去 期 間】：令和 ５ 年 ４ 月１０日から令和 ５ 年 ４ 月１２日まで 

 

監査委員

質 疑 

▶契約金額の中には掲示板分は含まれているのか。 

令和４年度末に設置作業委託契約をしており、この契約で掲示板をレンタル

し設置した。今回は、管理と撤去業務となるので、１，３５９，５５０円には

含まれていない。 

 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 特に無し。 

 

【総務課】 

事 業 名 ９.青森県議会議員一般選挙選挙公報配布委託 

事業内容 

令和５年４月９日執行「青森県議会議員一般選挙」における選挙公報の配

布を業務委託したもの。 

【契 約 業 者】：公益財団法人おいらせ広域シルバー人材センター 

【契 約 金 額】：６４５,６００円 

県 ６４５,６００円 補助率１００／１００ 

【配 布 部 数】：町内全域１０，７６０部 

【配 布 期 間】：令和 ５ 年 ４ 月 １ 日から令和 ５ 年 ４ 月 ７ 日まで 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 特に無し。 

 

 

 

 



１３ 

【総務課】 

事 業 名 １０.本庁舎空調機器設置工事             【現地調査あり】 

事業内容 

本庁舎１階事務室にエアコン機器（冷暖房機能あり）を設置したもの。 

【契約業者】：不二興管工業株式会社 

【契約金額】：６，１７１，０００円（町単独） 

【設置場所】：税務課、町民課、保健こども課：天吊型各１台 

介護福祉課：壁掛型１台 

 

監査委員

質 疑 

▶未設置な部屋はあるものか。 

本庁舎では議長室・議員控室・議員図書室・副町長室・監査室・２０４会

議室・納税相談室。分庁舎は４０３会議室など。少人数となる部屋はまだ未

設置。また分庁舎に設置したが今年の猛暑で冷房がうまく機能されない部屋

があり、もしかしたら追加工事が必要となる。 

▶従来の暖房コスト（重油・灯油）との比較は。 

庁舎既存ボイラーは現在未使用となっている。昨年冬頃から電気料１．３

倍となり、これがなければ下がっている可能性がある。 

なお、既設本・分庁舎ボイラーの経年劣化による重油消費量の増加、修理

代及び分庁舎はボイラーマン常駐のための人件費が掛かっていた。 

 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 

せっかく設置した設備なので町民や職員が快適に過ごせる環境になるよう

有効利用して下さい。 

残る未設置の使用頻度が低い部屋には小型エアコンの設置を要望する。 

 



１４ 

【地域整備課】 

事 業 名 １１.藤ケ森２５号線整備工事             【現地調査あり】 

事業内容 

町道藤ケ森２５号線の舗装新設を施工したもの。 

【藤ケ森２５号線】：Ｌ＝１４８．３０ｍ 

【排水構造物工】：Ｌ＝ １０．００ｍ 

【舗 装 工】：Ａ＝８７５．０２㎡ 

【契 約 業 者】：川口建設株式会社 

【契 約 金 額】：１１,６３８,０００円(町単独) 

【変 更 契 約】：概算数量発注方式による出来形精査の結果、舗装工の面

積が少なかったため、契約金額２９７，０００円の減額。 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 
インフラ整備は住民の安全安心に直結する重要な施策である。今後も住民の

要望に応えられるようインフラ整備を計画的に進めて頂きたい。 

 

【地域整備課】 

事 業 名 １２.木ノ下・鶉久保線舗装補修工事（２工区） 

事業内容 

町道木ノ下・鶉久保線の舗装補修を施工したもの。 

【木ノ下・鶉久保線】：Ｌ＝１６０．０１ｍ 

【舗 装 工】：Ａ＝９６２．１０㎡ 

【路面標示工】：Ｌ＝４００．５６ｍ 

【契 約 業 者】：有限会社山崎土建 

【契 約 金 額】：１８,４１４,０００円 

国 ８,８６１,０００円 補助率５０／１００ 

町 ９,５５３,０００円  

【変 更 契 約】：路上路盤再生工のセメント及びアスファルト乳剤使用量

の増加により、契約金４４，０００円の増額。 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 №１１と同様 

 

  



１５ 

【地域整備課】 

事 業 名 １３.農業集落排水処理施設機能強化対策工事（その２） 

事業内容 

供用開始から２０年経過した処理施設において、機能診断等の結果から劣化

が著しい機械の更新を行ったもの。 

○機械設備更新 一式 

内  訳 

曝気攪拌装置 ２台 散水ポンプ １台 

水処理室排気ファン ２台 前処理室排気ファン １台 

消毒槽排気ファン １台 汚水流入弁 ２台 

脱離液弁 １台 ｴｱﾘﾌﾄﾎﾟﾝﾌﾟ用ﾌﾞﾛﾜ １台 

曝気沈砂槽ブロワ １台 破砕機（刃先・ﾓｰﾀｰ） １台 

○産廃処理一式 

【契 約 業 者】：株式会社前澤エンジニアリングサービス東北営業所 

【事 業 費】：２３,１００,０００円 

国 １１,５００,０００円 補助率５０％ 

町 １１,６００,０００円  

【変 更 契 約】：新型コロナウイルスの影響により、装置メーカーの遅延

が発生したため、契約期間を令和５年８月３１日までに

変更。 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 №１１と同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１６ 

【地域整備課】 

事 業 名 １４.農業集落排水処理施設機能強化対策工事施工管理業務委託 

事業内容 

下記機能強化対策工事において、関係機関との調整、設計変更の対応等を行

ったもの。 

○機能強化対策工事施工管理業務（４件） 

第 ３ ６ 号 農業集落排水処理施設機能強化対策工事 

第１３２号 農業集落排水処理施設機能強化対策付帯工事 

第１３３号 農業集落排水処理施設機能強化対策工事（その２） 

第１３４号 農業集落排水処理施設機能強化対策工事（その３） 

積算書の作成は、青森県土地改良事業団体連合会に委託しているため、積算

書との整合性を求められる上記業務においても同連合会へ委託した。 

【契 約 業 者】：青森県土地改良事業団体連合会 

【事 業 費】：２,５４１,０００円 

国 １,２５０,０００円 補助率５０％ 

町 １,２９１,０００円  

【変 更 契 約】：施工管理する工事の追加及び、一部工事が工期延長とな

ったため、契約期間を令和５年８月３１日まで延長し、

５７８，０００円の増額。 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 №１１と同様 

  



１７ 

【地域整備課】 

事 業 名 
１５.公共下水道事業徴収状況 

１６.農業集落排水事業徴収状況 

事業内容 

 

○滞納整理の具体的な実績等 

【令和５年度上半期の主な滞納整理取組実績】 

督 促 状 ５１３件送付 

催 告 書 ２５０件送付 

・訪問徴収・電話催告（随時）の実施 

・新規下水道接続者への口座振替の勧奨 

※口座振替登録者約７割 

 

【令和５年度下半期の主な滞納整理取組方針】 

・上半期取組の強化継続 

  

令和５年度９月末現在 R５徴収率 R４徴収率 差引 

公共 

受益者分担金(都市計画外) 0.0％ 37.2％ △37.2％ 

受益者負担金(都市計画内) 88.6％ 90.5％ △1.9％ 

使用料 90.4％ 90.5％ △0.1％ 

農排 使用料 89.8％ 89.6％ 0.2％ 

監査委員

質 疑 

▶受益者分担金・負担金の滞納繰越の対象者は。 

分担金 ３５千円 １名・１件 

負担金 １６７千円 ２名・８件 

 

▶公共・農俳使用料の滞納繰越の対象者は。 

公 共 ２,８４５千円 ８５名・６８２件 

農 俳 １,１２０千円 ３６名・２７５件 
 

監査結果 指摘事項無し。 

監査所見 
滞納整理については、根気強く継続していただきたい。 

大変な仕事であるが、丁寧な説明をし、対応して頂きたい。 

 

  



１８ 

【地域整備課】 

事 業 名 １７.町営住宅使用料徴収状況 

事業内容 

○町営住宅徴収状況              令和５年９月３０日現在 
 

 調定額 収入済額 R5 徴収率 R4 徴収率 徴収率差引 

現年 49,312,500 円 20,935,500 円 42.5％ 43.0％ △0.5％ 

繰越 11,600,700 円 726,900 円 6.3％ 6.2％ 0.1％ 

計 60,913,200 円 21,662,400 円 35.6％ 36.2％ △0.6％ 

○取組実績 

滞納者数：令和５年９月末１７名(前年比２名減)、令和４年９月末１９名 

督 促 毎月２０日頃に督促状発送：４～９月 116 件、前年比 14 件増 

催 告 現年２カ月月以上滞納者へ発送：８月９件、前年比２件減 

口座振替 
毎月７日頃口座不納通知発送 

４～９月３１件、前年比１件減 

監査委員

質 疑 

▶滞納者対策は。 

高額滞納入居者対策に力を入れて行く。また、新たな滞納を増やさないよ

う相談などの対応をしている。 

監査結果 指摘事項無し。 

監査所見 

きめ細かく督促状や催告書、口座振替不能通知の発送等を実施している。滞

納繰越者数、及び収納未納額も年々減ってきており、今後も引き続き収納に努

めていただきたい。 

 

  



１９ 

【おいらせ病院】 

事 業 名 １８．公営企業会計システム（更新）購入事業 

事業内容 

システム導入後１０年が経過し、ハードウェアの修理不可及びＯＳ（オペレ

ーションシステム）のサポートが停止となり、また本年１０月施行のインボイ

ス制度への対応のため、後継システムへ更新したもの。 

【契 約 業 者】：株式会社青森電子計算センター 

【契 約 金 額】：４，９５０，０００円（企業債） 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 特に無し。 

 

【おいらせ病院】 

事 業 名 １９．医療費徴収状況 

事業内容 

令和５年９月末 医療費徴収状況            （単位：千円） 

区 分 
調 定 額 収 入 済 額 

現年 滞納 計 現年 滞納 計 

医療費 369,570 5,855 375,425 368,355 1,627 369,982 
 

        

R5 徴収率 R4 徴収率 徴収率差引 

現年 滞納 計 現年 滞納 計 現年 滞納 計 

99.7％ 27.8％ 98.6％ 99.7% 22.6% 98.6% 0.0% 5.2% 0.0% 
 

監査委員

質 疑 

▶滞納者で今後、納付が困難な人はいるか。 

１０年前の滞納者であり、自己破産や死亡により相続人がいないなどで、

今後の納付は不可能なため不能欠損を考えている。 

▶未収対策は。 

現年度分は退院日前に入院費の概算通知をして納付相談を実施している。 

滞納分は電話での分割納付者への催告や来院時に個別相談を行っている。 

監査結果 指摘事項無し。 

監査所見 
未納が発生したら直ちに連絡し、早めに納付計画等について相談しながら今

後も収納対策に努めて頂きたい。 

  



２０ 

【町民課】 

事 業 名 ２０.戸籍情報システム改修業務 

事業内容 

令和６年３月１日から戸籍法の一部を改正する法律（令和元年法律第１７号）

が施行されることにより、システムに以下の機能を追加したもの。 

○戸籍事務内連携対応機能（連携サーバー対応） 

○戸籍法５号施行日対応機能（氏名のふりがな機能追加） 

○スキャナー及び生体認証機設置 

（紙媒体謄本の読込及び操作許可職員の確認・操作許可の指紋読込装置） 

【契 約 業 者】：富士フイルムシステムサービス株式会社 

公共事業本部東北支店 

【契 約 金 額】:４,４９２,８４０円 

国 ４,４９２,０００円 補助率１０／１０ 

町 ８４０円  

【変 更 契 約】：当初予定の完了日を経過するため、契約期間を令和５年６月 

３０日までに変更。 

 

監査委員

質 疑 

▶戸籍の広域発行のメリット・デメリットは。 

メ リ ッ ト 利便性の向上 

デメリット 本籍地以外の窓口来庁者の増加による事務処理の増加 
 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 
本籍地でしか発行できなかった戸籍謄抄本が法改正により全国自治体で取得

できるようになり、利便性の向上が図られる。 

 

  



２１ 

【政策推進課】 

事 業 名 ２１.光ケーブル移設工事（二川目線１１号外） 

事業内容 

平成２１年から２２年にかけて二川目地区のＮＴＴ電話柱に共架した町所

有光ケーブルを国道３３８号交通安全施設整備工事に伴い移設したもの。 

【契 約 業 者】：東日本電信電話株式会社青森支店 

【契 約 金 額】：４,０８１,０００円 

県 ４,０８１,０００円 補助率１００／１００ 
 

監査委員

質  疑 

▶令和５年１２月定例会において財産の無償譲渡議決した光ｹｰﾌﾞﾙのことか。 

お見込みのとおり。令和６年４月１日からＮＴＴが所有者となる予定。この

地区は一定数の加入者がおり、ＮＴＴとしても採算が見込めると聞いている。 

 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 特に無し。 

 

【税務課】 

事 業 名 ２２.納税通知書関係印刷製本（ゼロ町債） 

事業内容 

令和５年度、町税等の当初賦課に係る納税通知書や督促状用納付書等の印

刷・製本を委託したもの。 

なお、令和６年度から「住民税」「国民健康保険税」ＱＲコードが追加とな

る予定です。 

【契 約 業 者】：株式会社ヒロタ 

【契 約 金 額】：１０,０３３,７６０円（町単独） 

 

監査委員

質  疑 

▶ＱＲコード追加のメリットはなにか。 

電子納付できるようになるので、特に県外納税者の利便性が良くなる。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 特に無し。 

 

 



２２ 

【税務課】 

事 業 名 ２３.町税等徴収状況 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月時点では前年度と比べ徴収率はマイナスとなっているが、電話催告等に

努めた結果、１１月時点は前年度に近づいてきている。 

 

監査委員

質 疑 
特筆事項無し。 

監査結果 契約書類関係を確認済。指摘事項無し。 

監査所見 

徴収対策として、役場職員一丸となって夜間臨戸訪問などを実施し、大きな

成果を上げている。滞納者へ納付に対する意識が高まると思われるので、ぜひ

今後も継続していただきたい。 

また、悪質な滞納者には県滞納整理機構への移管も含め、厳しい対応で臨ん

でいただきたい。 

 

 

令和５年９月３０日現在

徴収率 特記事項

現年 △ 12,641 千円 ▲ 1.3%

滞納 △ 1,381 千円 ▲ 1.9%

合計 △ 14,023 千円 ▲ 1.2%

現年 △ 3,756 千円 ▲ 0.3%

滞納 △ 54 千円 ▲ 0.5%

合計 △ 3,810 千円 0.3%

現年 △ 112 千円 ▲ 0.8%

交付金 20 千円

滞納 △ 1,250 千円 ▲ 1.1%

合計 △ 1,343 千円 ▲ 0.5%

現年 2,422 千円 0.1%

滞納 △ 367 千円 ▲ 8.7%

合計 2,056 千円 0.2%

現年 △ 19,649 千円 ▲ 18.2%
９月申告分が、１０月に収納されたため大幅
に減となっている。

現年 △ 33,717 千円 ▲ 1.7%

滞納 △ 3,052 千円 ▲ 1.7%

合計 △ 36,769 千円 ▲ 1.6%

現年 △ 20,353 千円 ▲ 2.0%

滞納 △ 4,015 千円 ▲ 1.6%

合計 △ 24,368 千円 ▲ 1.5%

現年 2,012 千円 ▲ 0.4%

滞納 137 千円 1.3%

合計 2,148 千円 ▲ 0.4%

現年 3,126 千円 0.9%

滞納 69 千円 ▲ 3.3%

合計 3,195 千円 0.6%

現年 △ 48,932 千円 ▲ 1.4%

滞納 △ 6,862 千円 ▲ 1.6%

合計 △ 55,794 千円 ▲ 1.2%

税種別

町税全体

収納増減額

個
人

法
人

町民税

固定資産税

軽自動車税
（種別割）

たばこ税

普通徴収分の納付が遅れていることや、特別
徴収が増加及び普通徴収が減となったことが
影響して９月末時点において収入及び徴収率
が減となっている。

法人の収益悪化等により、法人税割が減と
なったことから減収している。

家屋の課税額増により調定は増えているが、
徴収率の低下により減収している。

登録台数の増により増収している。

全　体

新規滞納者の減少を狙いとし、現年課税分を
優先に、文書による催告書の送致、電話催告
及び夜間臨戸訪問等により滞納者と納税折衝
を実施する。

※四捨五入の都合上、一部合わない場合があります

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

国保加入世帯数の減少により減収している。

被保険者の増により増収している。

被保険者の増により増収している。



２３ 

現地調査 

 

１０．本庁舎空調機器設置工事 

   

監査所見 
殆どの部屋に設置されたが使用頻度が低い部屋にはまだ未設置であり、小

型エアコンの設置を要望する。 

 

 

５．町民交流センター小ホール舞台照明設備改修工事 

   

監査所見 多くの利用者が催し物をできるよう計画的な改修を行い、進めて頂きたい。 

 

 

６．町民交流センター小ホール巻取緞帳設備改修工事 

   

監査所見 №５と同様 



２４ 

 

１．消防団排水ポンプ購入 

   

監査所見 
移動可能機器であり災害地へポンプを集結するなど有効活用し万全を期し

てほしい。 

 

 

２．災害用備蓄物資（災害用携帯トイレ）購入 

   

監査所見 
災害用備蓄物資の使用方法や在庫の定期的管理を継続し、万全を期して準

備しておくようお願いする。 

 

 

１１．藤ケ森２５号線整備工事 

   

監査所見 
インフラ整備は住民の安全安心に直結する重要な施策である。予算に限り

はあるものの優先順位に従い、今後も計画的に事業遂行して頂きたい。 

 



２５ 

 

 

 


